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京都市立芸術大学新学 舎 につ いて

稲 田 尚 之

移 転 整 備 の 経 過

S43.1統 合 移 転 整備 を前提 に芸 大設 置 認可 申請 につ い て市 会 の承 認 を得 る。

S44.4芸 大 発 足

(以 後,建 設 予 定地 の状 定 に至 る ま で,さ ま ざ ま な経 緯 が あっ た が,こ こでは 省略 し

現 現 地 沓掛 に快 定 の 時 点 よ り直 接建 設 計 画 にか か わ る事項 の み を抜 す い し,記 す る こ と

とす る。
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S51.1市 長記者会見で沓掛が有 力と表明。両学部教授会で調査結果 を検討,全 員一致

で沓掛 を選定。

市会委員会で報告(沓 掛 に内定,53年 完成目標)

S51.4移 転 整備推進協議会開 かる。

510人 委員会,プ ロ ジェク トチーム,移 転整備連絡会発足

710人 委員会

① 市側 よ り作業 日程説明。

② プロ ジェク トチームより 「基本構 想案」説明

③学学生部長 よ り 「移転整備 についての学生要望」説明。

7基 本計画作成 に着手。

810人 委員会十プロジェ クト

KK大 場 よ り 厂基礎調査及配置基本構 想案」説明。

810人 委員会十プロジェ クト

基本構想案につ いて検討 「配置基本構 想案 に対する意見」 をまとめる。

8プ ロジェク ト十両学部長

美術学部 長よ り基本構想案 に対 する学校の意見 を説明。

910人 委員会

局長 より 「規模の計画表(1.59倍 案)」 提示説明。

9主 幹 よ り 「各棟 の建設条件設定上の必要事項」 につ いて説明。

9学 内 にて整備委員会 を中心に各学部,各 科の空間,設 備の要望書 を作成,

910人 委員会

局提示案 に対す る両学部教授会 の情況 と作成報告 を受 く。

910人 委員会十正副整備委員

学内意見の調整 まとめ

局への要望事項

9移 転整備推進協 議会十正副整備委員

1.59倍 案に対す る要望事項説明

9配 置計画最終確定

11移 転整備推進協 議会十正副整備委員

局第2次 回答1.64倍 案 を示す。

1210人 委員会 局第2次 回答 を基本的 に了解

12建 築基本設計,土 木実施 設計 に着手
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S52.1意 見書 「芸 術 大 学統 合 移 転 整備 計 画 規模 案 につ いて」 回 答 を文 芸局 長 に提 出 。

1建 築規 模 最 終 案確 定 。

1芸 大整 備 委 員 会

「マ ス ター プ ラ ン」 と経 過 の 説 明。

1市 会委 員会 に局 原案 の3ヶ 年 計画 を説 明 。

2「 芸 大 移転 整 備4ヶ 年 計 画 」

市 長快 定,長 表,総 額69億 円 。

210人 委 員 会

基 本 設 計 にか か わ る希望 意 見 の提 出 を承 認。

2第 一 回 プ ロ ジェ ク トチ ー ム と局,営 繕 係,設 計 事 務 所 との 打 合 せ会 。

3プ ロ ジ ェ ク トチ ー ム,局,営 繕 課 設計 事 務所 会 合

局 よ り 「基本 設 計 第 一 回平 面 図 」提 示,建 説 面積28,004㎡

310人 委 員 会

3.17提 示 の 第一 回 平 面 図」 に対 す る要 望 事項 を教 授 会 か ら提 出 。

410人 委 員 会 十 プ ロ ジ ェ ク トチ ー ム

「基本 設 計 第二 回平 面 図提 示 。

5プ ロ ジ ェ ク トチ ー ム,局,営 繕 課 設 計事 務 所 打合 せ 会 。

「第2回 平 面 図」 に対 す る要 望 事 項提 出。

510人 委 員 会

5.6プ ロ ジ ェ ク トチ ー ム,局,営 繕 課 設 計事 務 所 打 合 せ会

6土 木造 成 計 画 説 明会

7基 本設 計 合 意

1010人 委 員会

実 施設 計事 務 所快 定 報 告 。

11プ ロ ジ ェ ク トチ ー ム,局,営 繕 課 設 計 事務 所 打 合 せ会 。

12プ ロ ジ ェ ク ト ・入試 委 員 会 打 合 せ会 。

12プ ロ ジ ェ ク トチ ー ム,局,営 繕 課 設 計 事務 所 打 合 せ 会。
で

基 本 設 計,及 植 裁 につ い て。

S53.2プ ロ ジ ェ ク トチ ーム,局 打 合 せ 会,実 施 設計2.20頃 完 了。

4.19起 工式

5業 者快 定 報告 会 。

サ イ ン計 画 につ いて
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510人 委 員会

5プ ロ ジ ェ ク トチ ー ム,局,打 合 せ 会

建 設 日程 につ いて 。

6プ ロ ジ ェ ク トチー ム,局,打 合 せ 会

7プ ロ ジ ェ ク トチ ー ム会合

学 生 要 望,ギ ャ ラ リー につ いて。

9プ ロ ジ ェ ク トチ ー ム,局 打 合 せ会

造 園計 画 につ い て。

S54.2プ ロ ジェ ク トチ ー ム会 合

色 彩,内 装,サ イ ン計 画 につ いて。

S54.7名 称 につ い て の会 合 。

S55.4.7竣 工 式 。

1056春 完 成 を目標 に講 堂基 礎 工 事 中。
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京 都 市 立 芸 術 大 学 施 設 の 概 要

○所 在 地 京都 市 西 京 区 大枝 沓 掛 町13の6

0規 模 敷地66.926㎡ 建 物27.800㎡

O建 設 年度 昭和52年 度 か ら55年 度 まで(4ヶ 年)

○建 設 経 費 総 工費82億1,900万 円

◎施 設

(1)中 央 と う(本 部 と う)

地 下1階,地 上4階 建7,936㎡

収 蔵庫,書 庫,陳 列 室,展 示 室,図 書 閲覧 室,食 堂,事 務局 事 務 室,会 議 室.講 義

室,研 究 室,実 験 室 な ど。

(2)1号 館,2号 館,3号 館(ア トリエ と う),4階 建,7,19㎡

教 室,研 究 室,制 作 室,加 工 室,実 験 室 。

(3)4号 館(染 織 漆 工 と う)

2階 建,2,066㎡

制作 室,研 究 室,実 習室,工 房 。

(4)5号 館(陶 磁 器 と う)'

平家 建,1,225㎡

研究 室,実 習室,窯 場 。
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㈲6号 館(彫 刻 と う)

2階 建,1,481㎡

制作室,研 究室,実 習室,

(6)号音楽 と う

3階 建,3.060㎡

練 習室,研 究室,大 合奏室,

(7)講 堂

2階 建,1,675㎡

650人 収容

(8)体 育 館

2階 建1.385㎡

〔9)そ の他附属建物

約1,253㎡.

(10}屋 外ステージ

約500人 収容

(11)グ ラウ ン ド

1周 約200m

(12)テ ニスコー ト

2面

京 都 市 芸 術 大 学 移 転 整 備 基 本 構 想 案

積 年 の 念 願 で あっ た本 学 の 建 設 計 画 が よ うや く その 端 緒 につ い て現 在,移 転

整 備 計 画 案 をよ り具 体 的 な もの と して未 来 へ の 大学 の 展 望 を全 学 的 な合 意 の も

とに構 想 と して ま と め る必 要 が あ る。

1.文 化 の 中 核 と して の 大 学

本 学 の建 設 が決 定 した 沓 掛 の地 は 市 の 文 化 的 中 心 か らの 距 離 も離 れ,伝 統 的

文 化 環 境 と云 う点 か ら は,い さ さ か の懸 念 も あ る が,そ の 反 面,市 の 東 方 に か

た よ る現 在 の文 化 セ ン ター地 域 に対 す る,西 の文 化 的 中 核 と し て,地 域 社 会 に
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貢 献 出 来 る大 きな可 能性 を は らん で い る。

ま た,本 学 独 自 の 良 き伝 統 を継 承 しつ つ,よ り新 た な る研 究 教 育 の 内 容 と環

境 の整 備 に よ り,そ の 自立 性 を守 りつ つ 且 つ 開 か れ た 大 学 と して社 会 的 責 任 を

は た す こ と に よ り,広 く日本 の 文化 の 向 上 に貢献 出来 得 る もの と信 じ られ る。

ま た,洛 西地 域 文 化 セ ン タ ー の 中核 と して,本 学 の未 来 を考 えた場 合,世 界

誇 れ る内容 と施 設 が望 まれ る事 は 当 然 で あ ろ う。 充 実 した 研 究 教 育 施 設,演 奏

ホ ー ル,図 書館,展 示 ホ ー ル,学 生施 設,管 理 施 設 等,広 い 視 野 に立 っ た 将 来

の展 望 の も と に計 画 が な さ れ な け れ ば な らな い。

ま た,近 隣 地 域 へ の文 化施 設 の誘 致 や,そ れ ら と の協 力 に よ る文 化 性 の 向 上

も考 慮 され ね ば な らな い 。

○地 域 社 会 との 交 流 の 問 題

O社 会 人 教 育 の 問 題

○国 際 交 流 の 問 題

O研 究 施 設 の 開 放 の 問題

O卒 業生 の施 設 利 用 の 問 題

等 々 の為 に可 能性 を持 つ 空 間 と し て計 画 され る こ とが望 ま れ る。

2.両 学 部 の 自立 と交 流

今 回 は じめ て 両 学 部 が,同 一 地 域 に建 設 され る こ とに な り,研 究,教 育 の面

か らも両 学 部 の 交流 に よ り本 学 に新 た な刺 激 を与 え る と云 うこ とは,大 き な意

味 を持 つ もの と云 え る。

勿 論,研 究 教 育 の 相 違 に よ る 両学 部 の 自立 性 の 確 保 は,当 然 の こ と とは 云 え

学 生 ホ ー ル,講 義 棟,図 書館,演 奏 ホ ー ル,展 示 ホ ー ル,体 育 施 設,広 場,等

に お け る両 学 部 の 教 職 員,学 生 の相 互 交 流 は,研 究 教 育 に と っ て も多 大 の 効 果

を あ げ得 る もの と信 じ られ る。

した が っ て,配 置 計 画 に あ た っ て は,両 学 部,各 科,各 専 攻 の研 究 教 育 施 設

:.



管理施設等の持つ特性 を尊重 しつつ,両 学部の交流 を促進 し得 る積極的 な空間

の創造が望 まれる0

3.未 来の研究教育に対応 し得 る大学

大学の計画にあたっては,今 回の建設計画の内容規模のみではなく,未 来に

おこり得 る新たな研究教育活動の為の空間を建設 し得 る余地を考慮 した計画が

望まれる。

たとえば,両 学部の境界領域 に未来に予測 される学部,あ るいは必要 とされ

る科,専 攻,ま た独立研究機関等 に対する建設の可能性 を考慮 して,全 配置計

画を立案 しておく必要 がある。

4.研 究施設

現在,教 員研究室の数及び面積は,そ の絶体量が不足 し,学 内 における研究

は,ほ とんど不可能 な状態である。専任教員各人に一室 と,そ の準備室,及 各

科,各 専攻の共同研究室及会議室の設置は,大 学の研究態勢の充実 にとって基

本的な問題である。 また,各 学部,各 科,各 専攻の特性 に応 じた研究施設と設

備 の充実は基本構想の段階で計画 されている必要がある。

5.教 育施設

本学美術学部の改革案の基本理念にもとつく新 しい教育のあり方は,芸 術系

他大学からも注 目の的 となっているが,そ うした本学独 自の教育の場 としての

教育施設は,そ の基本理念にもとつ く教育 を可能にし得 る空間であらねばなら

ない。学生の移動 をともなう増減 をかぎられた面積で可能 にすることは,む ず

かしいが,定 員に対 して余裕のある面積の確保 と空間の互換性 を持たせること

により基本理念に近づ き得 る教育空間として計画されねばならない。ただ,設

備 をともな う制作室,共 通教室 については,そ の空間の自在性 を持たせること
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は困 難 で あ ろ うが,隣 接 空 間 に拡 張 の 予 地 を残 して お くこ と がぜ ひ必 要 で あ る。

音 楽 学 部 につ い て は,各 科,各 専 攻 の教 室 及 び大 学 院 の空 間 の増 設 を可 能 に

し得 る計 画 が必 要 で あ る。 尚,両 学 部 に共 通 して,一 般 教 室,及 び 実 技 教 室 の

数,面 積,種 類 及 設備 の飛 躍 的 拡 充 が望 ま れ る。 また,本 学 の特 殊 性 に も とつ

く各 学部,各 専 攻 の 空 間 及 び 設 備 計 画 は細 心 の 注 意 が必 要 と され る。 た と えば

音 楽 学部,レ ッス ン室 の 防 音,吸 音 と,そ れ に と も な い必 要 と され る冷 房,喚

気 等,ま た,美 術 学 部,陶 磁 器 専 攻 の"ろ くろ""か ま"の 設備,染 色 専 攻 の

乾 場,水 洗 場,化 学 染 料 の 後 処 理(公 害 問 題),一 階 と屋 外 を必 要 とす る彫 刻

専 攻,日 本 画,油 彩 専 攻 の 彩 光 問題 と,二,三 階 に設 置 され た場 合 の作 品 の 搬

出 入 リス ト,漆 工 専攻 の 最 適 温 度 と光,ほ こ り,及 冷 房 問題,デ ザ イ ン専 攻 の

構 想 室 と制 作 室 の 分 離,写 真,印 刷,工 作 室 に対 す る配 慮,ま た,共 通 問 題 と

して工 房 の発 生 音 と化 学 薬 品 の後 処 理 等 々 が 必 要 と され る。 ま た,近 隣 に関 連

の 民 間 工房 の な い洛 西 地 域 で は特 に各 科,各 専 攻 の 工房 設備 の 充 実 が望 まれ る。

また,一 般教室にとっても設備の近代化が弾 く望まれる。特に視聴覚教育設備

の充実は,建 築設備の段階で企画 されている必要があるので特 に注意すべ きで

あろ う。

6.図 書 館

図書資料の充実,空 間設備の合理化,各 種研究スペースの確伴は勿論である

が,視 聴覚化 を含めて近代化,機 械化 がぜひ必要であろう。特 に本学には貴重

な美術工芸,音 楽資料が多 く所蔵 されているので,そ の機能的管理運営 と収蔵

だけではなく公開の常設展示ホールもぜひ必要 とされる。

7.演 奏ホール

演奏ホールは,特 に本学の中心 となるべ き施設である。京都市の所持 しない

オペラ公演 も可能な充実 した舞台空間と設備 をともな うものとして定期演奏会

や大学の行事,あ るいは社会,近 隣との交流の場

::



や 大 学 の 行 事,あ る い は 社 会,近 隣 との 交 流 の場 と して利 用 出 来 よ う企 画 され

る こ と が望 ま しい。

続 に よ る展 示,小 集 会 を可 能 に す る よ うな広 さ と設 備 を必 要 とす る。

8.学 生 施 設

学 生 ホ ー ル は,本 学 の 中心 施 設 の 一 つ と して,多 目的 ホ ー ル,食 堂(最 低200

名),喫 茶 施 設,談 話 室,購 買 施 設,ク ラ ブ ボ ッ ク ス,自 治 会 ボ ック ス,宿 泊

及 入洛,洗 濯 施 設,会P室 等 が必 要 で あ る。 多 目的 ホ ー ル は 両学 部,各 科 あ る

い は外 部 と の ふ れ あ い の場 と して,さ ま ざま な 目 的,行 事 に利 用 され るで あ ろ

う。集 会,小 演 奏 会,自 主 展 示 等 これ らが有 機 的 に機 能 出 来 る空 間 と設 備 が望

ま れ る。 尚,学 生 寮 につ い て は学 生 の 強 い要 望 も あ る。

9.体 育 設 備

体 育 設 備 と して は,体 育 館,サ ッ カ ー,ラ ク ビー の可 能 な運 動 場,プ ー ル,

そ の附 属 施 設 か ら構 成 され る。 市 の 中 心 か らも離 れ,体 育 設 備 を近 隣 に望 め な

い現 状 で は,こ う した設 備 の 設 置 が強 く望 ま れ る。

10.管 理 施 設

両学 部 の 統 合,現 在 よ り広 い敷 地 に展 開 ず る大 学,更 に 開 かれ た大 学 と云 う

点 を考 慮 す る と,管 理 施 設 に は,充 分 な配 慮 を必 要 とす る。 特 に通 信,放 送,

防 災施 設,清 掃 に関 す る設 備 の完 備 が 必 要 で あ ろ う。

11.そ の 他

○駐 車 場 は 最 低100台 ～150台 を必 要 とす る だ ろ う ・

○組 合 室 は,い つ れ か の空 間 に組 込 む必 要 が あ る。

○国 際 交流 や 国 内 の 交 流 を考 え る と ゲ ス トハ ウ ス の 建 設 が望 まれ る。
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○大学の年間行事に対応出来 る空間計画が望まれる。

空間構想について,

O地 形 との対応

地形 との対応 を考 えると出来 るだけ現地形 を尊重 した施設の配置 を考えるこ

とが望ましい。現地は北東への傾斜地 であるが,あ えて南傾斜 とす る必要はな

く,フ ラットに造成するよりも,そ の傾斜 を逆 に利用することは視覚的変化 と

云 う意味で,キ ヤンパスにゆたかな空間変化 をもたらすであろう。敷地 と施設

の容積の比較を考慮 した場合,未 来への発展 まで予側すると決 して広い敷地で

あるとは云 えまい。

したが って,施 設の建設 される部分だけでも相当な造成 を行 わなければなら

ないことは予側出来 るが,基 本的には現地形の尊重 と云 うことを中心に計画す

る必要があると考えられる。

O植 裁について

芸術大学の環境にとつて特に自然環境が,そ の構成員におよぼす心理的,肉

体的影響が大 きいと云 うことは当然であろう。施設は出来 るだけ低層でおさえ

ることが望ましいとしても,敷 地 と施設の容積の比率 を考える時,あ る程度の

施設の積層化はやむを得まい。それよりも,い かに空地 をまとめて残すか,自

然 と施設のかかわりあいを,き めこまかな空間構成 として,そ のふれあいをよ

り多くつくり得 るかが重要であろう。現状の自然植生 と新 しい人工的植裁及施

設 との比率 と調和は計画の基本的問題点 と云 える。尚,現 実の教育的見地 から

美術学部の描写教育 にとつて,さ まざまな植物が望 まれている。尚,同 様の理

由から魚や小動物や烏の飼育 に対する希望 もある。ただ,以 上の件については,

充分 な管理態勢の確立なしには望めないことではあるが,管 理予算なしの後向

きの姿勢ではなく,豊 かな環境には予算がかかることを確認する必要があろう。
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○施 設 の構 成 手 法 につ い て

前 記 の教 育研 究 施 設 の あ り方 にみ られ る よ うに,本 学 の 教 育 研 究 の 内 容 は,

他 大 学 に な い,伝 統 と進 歩 の 両 面 をふ ま えた 独 自 の性 格 を持 つ もの と云 え よ う。

現 実 を考 え,か つ近 い将 来,あ る い は未 来 へ の 変 化 や発 展 に対 応 出 来 る環 境 を

創 造 す るた め に は,独 特 の 計 画 手 法 の 開発 が な され な け れ ば な ら な い。 各 学 部,

各 科,各 専 攻 の独 自性 を考 えた 場 合,そ の研 究 教 育 施 設 に は,各 々 に独 自の機

能 が要 求 さ れ る。 西 欧 的 空 間 形 態 と云 え る 自 己完 結 的 個 空 間(例,音 楽 学 部,

レ ッス ン室)の 必 要 性 と,本 学 美 術 学 部 の 改 革 案 に も とつ く学 生 定 員 の流 動 性

や将 来 の 増 築,未 来 へ の 発 展 を考 慮 した 日本 的 空 間 手 法 と も云 え る空 間 の 導 入

が 内外 空 間 に必 要 とさ れ る だ ろ う。(例,日 本 家屋 の 疵 下 の空 間,あ るい は縁

側 は,内 部 空 間 で もあ り,外 部 空 間 で も あ る。)広場,コ ー ト(中 庭),疵 下,

廊 下 ホ ー ル,ホ ワ イ土,吹 抜 け,ス キ ッ プ ス フ ロ ア ー等 々,一 見 あ い まい に み

え る空 間 の 導 入 は,施 設 内 部 の こ と な る機 能 空 間 同 志,あ るい は,内 外 空 間 の

融 合 に役 立 つ で あ ろ う し,こ う した 手 法 は,各 空 間 の 目 的機 能 を充 足 しつ つ,

整 然 と しす ぎ な い こ と を望 む本 学 の 学 風 との 調 和 を もた らす で あ ろ う。

○増 築 と予 算

建 設 は,数 次 に わた っ て行 わ れ る とす れ ば,建 築 には 増 築 可 能 な手 法 を 考慮

しな け れ ば な らな い の は 当 然 で あ ろ うが,主 要 設 備 も,そ れ を予 測 し た も の で

な け れ ば な らな い 。 主 設 備 棟 よ りの 敷 地 内 メ イ ン ダ ク トも増 築 を考 慮 した充 分

な もの で な け れ ば な らな い が,設 備 棟 自身 の 拡 張 の 可 能 性 も考慮 して お く必 要

が あ る。 尚,施 設 へ の 重 点 的 予 算 配 分 は,基 本 構 想 の 時 点 で,す で に計 画 して

お かね ば な らな い 。 全 環 境(土 木,植 裁 を含 む)及 建 築,設 備 の 予 算 は,綜 合

的,か つ細 部 に わ た り詳 細 に検 討 の 上,決 定 す る必 要 が あ ろ う。

(昭和51年7月15日)
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京都 市立 芸術 大 学 新 学舎 につい て

稲 田 尚 之

本年3月 後半,大 学の新学舎への移転統合以来ほぼ半年が経過 した現在,こ

れ迄の学舎の新築移転 の経過と現状 をここに記録 しておくことは大学の未来に

とっても必要なことであろう。施設の概要,及 建設前及建設中の経過は後記の

一覧表を参照 して載 くこととして,こ こでは主 として計画の基本問題及 その基

本理念とキャンパスの全体像 との関係 を中心に記述 して行 くこととしたい。

まず,こ の大学の建設の出発点が,大 学の新設ではなく,概 設の美術,音 楽

両学部 の統合整備 ということから出発 したことをまず確認 しておかねばならな

いo

建設予定地の選定にあたっては,移 転整備 を前提 に芸大設置認可申請 につい

ての市会の承認 を得てより現地沓掛 に決定するまで数年,さ まざまな経緯があ

ったが,本 来,芸 術大学 としては,文 化都市京都の中心 に存在するべ きであろ

うと云 うのが私の主張であった。然 し紆余曲折の結果,こ の地に決定 され早急

に大学建設の理念及構 想を大学側 として市側に提示す る必要があり昭和51年7

月15日 付,基 本構想案 を起草,両 学部教授会,10人 委員会の承認 を得て,市 へ

大学側 の意向として提出 された。

この構想案は,現 在 そのすべてが実現 されていないとしても,敷 地のマスタ

ープラン,及 建築の基本計画の基礎的な骨子 となっている。本来,つ くられる

べ き環境は,そ の理念の表現であらねばならない。百年の歴史 と伝統 を持つこ

の大学が,そ の輝 かしい伝統 を受け継 ぎ,さ らに未来への発展の拠点となるべ

きキャンパス をどうつ くるかが構想案の基本的なテーマであった。

キャンパスは中央 に大学の監理機構 を含む中心的 な施設(中 央 とう)及 講堂

を設 け,東 側 に美術学部,西 側 に音楽学部,西 北 に体育館,グ ラン ド等の体育

施設 が設けられている。

中央 ゾー ンは北側の国道9号 線より正門と南側の市民ゲー トを結んで中央の
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南 北 軸 と し,そ の 軸 上 に中 央 棟 と講 堂,地 を配 し そ の 中心 に広 場 が あ る。 こ こ

は美 術,音 楽 両 学部 の 教 職 員,学 生 又 市 民 との 交 流 の場 で も あ る。 中央 棟 の一

階 の 食 堂,ギ ャ ラ リー,展 示 室 又 講 堂 の 配 置 は こ の大 学 の 人 的 交 流 を促 進 す る

た め の 大 き な役 割 をは た すべ く計 画 され た。 中央 棟 は この 他 一 階,地 階 に 図書

館 機 能,二 階 に管 理 事 務,会 議 機 能 の 空 間,3階 は学 科 教 室,4階 に は学 科 研

究 室 が設 け れ られ い る。 美 術 学 部 の1,2,3号 館 に は 日本 画,油 画,構 想 設

計,版 画,デ ザ イ ン関 係 の諸 室 が 置 か れ,ト ヅプ ラ イ ト等 を必 要 とす る絵 画 関

係 が主 と して 上 階 に 設 け られ て い る。

染 色,漆 工 の4号 館,陶 芸 の5号 館,彫 刻 の6号 館 は,そ れ ぞ れ 作 業 上,接

地 性 を必 要 とす る と こ ろ か ら低 層 で 独 立 建 築 と して つ く られ た 。 音 楽 学 部 は 主

と して個 室 と して の 研 究 室,レ ッス ン室 を中 心 に計 画 さ れ特 に防 音構 造 には 重

点 が お か れ て い る。

尚,音 楽 学部 の南 側 には芸 大 の 丘 と呼 ば れ る丘 が あ りこ の斜 面 を利 用 した野

外 ス テ ー ジ も設 け ら れ て い る。

両 学 部 の 統 合 に よ り もた ら さ れ る新 た な メ リ ッ ト,人 間 の 交流 と,そ こ か ら

生 み だ され る新 し い芸 術 創 造 の 場 と して の こ の キ ャ ンパ ス の機 構 が ど う生 か さ

れ て行 くか は,こ の 大 学 の構 成 員 の 未 来 に か せ られ た大 きな 責 任 で も あ ろ う。
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